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　第１０回全国グリーン・ツーリズムネットワーク熊本阿蘇大会（全国
GT大会）が、ねんりんピックに続いて１１月２１日（分科会・高森総
合センター）・２２日（全体会・高森町民体育館）で開催されます。
　この大会は、全国から約４００名の参加が予定されており、高森を全
国にPRする機会であり、また、現状の「通過型観光」から「滞在交流
型観光」へ移行するために必要な住民意識改革の絶好の機会であると確
信しております。
　今回の大会で本町の潜在能力を全国に知らしめると共に、高森町は魅
力の宝庫であることを直接感じてもらえることを切に願っておりますの
で、積極的なご参加をよろしくお願いします。
　つきましては、参加を希望される方は、下記までご連絡ください。

■連絡先
　高森町役場　総務課　企画係　℡0967-62-1111（内線220・221）

■主催
　第10回全国グリーン・ツーリズムネットワーク熊本阿蘇大会実行委員会
■問い合わせ先
　第10回全国グリーン・ツーリズムネットワーク熊本阿蘇大会実行委員会事務局
　（熊本県庁地域振興課新幹線元年戦略推進室）TEL 096-333-2134

●大会会場
　11月21日　分科会（高森総合センター）
　11月22日　全体会（高森町民体育館）

●参加費
　全期間　4,000円 ※町内居住者はいずれも　半額を町から補助します。

　１日のみ参加　2,000円
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「日韓の農山村における
　　　　　　　新たな胎動」

11月22日（火）

11月21日（月）

全体会

（場所：高森田楽の里）

　この度、第 10 回全国グリーン・ツーリズム熊
本阿蘇大会の主会場が高森町で開催されること
を地元町長として大変歓迎するとともに関係者
各位に対して心より感謝申し上げます。
　参加される方は、本町の文化や人々とふれあっ
ていただき有意義な時間を過ごしていただきま
すようお待ち申し上げます。

　語り草になりつつある伝説の第１回の熊本水
俣大会開催から、早いもので今年は 10 回という
節目の大会を熊本阿蘇にて開催致します。
　第１０回熊本阿蘇大会は、「感動体感　くまも
とツーリズム」をメインテーマに、「ＡＳＯから
ＡＳＩＡ」に向けて発信します。
　全国からのお越しをお待ち致しております。

実行委員長ごあいさつ

分科会の概要
　農家のおっかさんは、20歳で嫁に来て90歳の今も６人家族の食事を作っています。
　１日３回１年間で 1,095 回たまに手抜きをするから 1,000 回位 70 年間作り続けて
７万回。外食に換算すると１人１食500円×６人×７万回で２億1,000 万円。
　全国の農家のおかあさんが集まって、自分たちの歩んできた道や生き方や価値観を「あ
あじゃない、こうじゃない。」とおしゃべりする場を作りました。

コーディネーター

本田　節
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平成22年度

歳入の状況 歳入総額
48億 6,012 万 3千円

　財源は町が自ら確保できる「自主財源」と、国や県から入るお金や借金で賄う「依存財源」
の２つに大別できます。平成22年度決算で見た場合、自主財源は全体の18％しかなく、
依存財源が全体の82％を占めています。なお、皆さんに直接負担していただいている町税
は４億９，４１５万４千円でした。

■特別会計 歳　入 歳　出
国民健康保険特別会計 11億6,114万円 10億7,203万円

後期高齢者医療特別会計 8,339万円 8,178万円

介護保険特別会計 7億3,621万円 6億8,305万円

簡易水道事業特別会計 2億889万円 2億94万円

農業用水供給事業特別会計 4,418万円 4,061万円

鉄道経営対策事業基金特別会計 90万円 90万円

老人保健特別会計 47万円 46万円

　平成22年度各会計の決算を議会
に報告しました。
　一般会計では、町道の改良工事に
ついて不適切な処理が行われている
との監査報告をもとに審議された結
果、不認定となりましたが、他の会
計においては全て承認されました。
　なお、不承認部分につきましては、
地方自治法第100条の規定に基づ
き議会による調査が行われます。
　以下に、町が行っている仕事が、
皆様の税や国・県の補助金等でまか
なわれていますので、どのように使
われているのかお知らせします。

自主財源
（18％）

依存財源
（82％）

町税
4億9,415万4千円
（10.2％）

使用料及び手数料
1億422万8千円
（2.1％）

繰入金
8,500万7千円
（1.7％）

繰越金
9,296万円
（1.9％）

その他
1億143万2千円
（2.1％）

地方交付税
22億1,640万5千円
（45.6％）

その他
3,252万5千円
（0.7％）

国庫支出金
7億2,472万2千円
（14.9％）

町債
3億5,990万円
（7.4％）

県支出金
5億243万5千円
（10.3％）

地方消費税交付金
6,604万4千円
（1.4％）

地方譲与税
8,031万1千円
（1.7％）

歳入歳出の推移

平成18年

43億1,125万9千円

40億8,520万9千円

39億4,663万円

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年

（億円） 歳出歳入

35

40

45

50

44億8,987万7千円

43億9,691万7千円

48億6,012万3千円

47億2,130万4千円

40億2,981万5千円
39億9,968万6千円

42億5,983万2千円
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歳出の状況

このような事業に使いました

歳出総額
47億 2,130 万 4千円

平成22年度に実施した主な事業をお知らせします

　一般会計の決算額は、歳入が48億 6,012万 3千円で、歳出
が47億2,130万4千円。歳入から歳出を差し引くと1億3,881
万9千円になりました。
　このうち、3,943万9千円は、平成23年度に繰り越して実施
する事業の財源として必要なので、実質的な収支は9,938万円に
なり、平成23年度の歳入となりました。

平成22年度 まちの決算

自然や環境にやさしく、安心で心地よい暮らしを育むまちづくり
地籍調査事業（ 大字中地区の一部） ………3,318万 6千円
町営住宅火災報知機設置事業（全戸設置） …621万 6千円
町営住宅景観向上事業（旭Ａ団地・下町Ｂ団地・町中団地） …550万 8千円
ゴミ収集場整備事業（５ヵ所） ……………… 12万3千円
合併処理浄化槽設置整備事業（37基） …1,397万 4千円
交通安全施設整備事業（ガードレール） ……145万 4千円
道路新設改良（37路線） ……………3億4,429万 3千円
道路維持（６路線） …………………………2,060万 3千円
単県道路事業負担金…………………………… 60万2千円
移動通信（携帯電話）用鉄塔施設整備事業 3億 6,164万 5千円
ブロードバンド施設整備事業（草部・野尻地区ＡＤＳＬ） … 1,396万円

健やかな心と生きる力にみなぎる人を育むまちづくり
高森中学校太陽光発電施設事業……………5,021万 4千円
高森東中学校地盤沈下改修事業……………4,062万 4千円

町の元気を生み出す産業や雇用を育むまちづくり
中山間地域等直接支払
（農道・水路及び周辺環境整備等）…………2,998万 2千円
広域農道整備事業 (償還金 ) ………………7,753万 9千円
牧野火入れ補助（14組合） …………………191万 3千円
森を育てる間伐利用推進事業……………………1,760万円
森林整備活動交付金事業……………………2,055万 6千円
有害鳥獣捕獲隊助成金………………………………241万円
林道整備事業（2路線） …………………………… 96万円
高森温泉館泉源ポンプ入替事業………………590万 1千円
高森温泉館ガス遠赤外線
サウナヒーター室外機取替事業………………280万 2千円
高森温泉館機器改修等事業……………………118万 4千円
高森温泉館電気風呂改修事業………………… 32万2千円
高森峠外4件環境整備事業 …………………330万 8千円

災害復旧費
3万4千円
（0.0％） 

民生費
9億6,267万6千円
（20.4％） 

公債費
7億2,996万8千円
（15.5％）

総務費
9億5,629万8千円
（20.3％）　

土木費
4億5,857万2千円
（9.7％） 

教育費
3億9,322万5千円
（8.3％） 

農林水産業費
2億5,824万1千円
（5.5％） 

衛生費
2億4,573万1千円
（5.2％）

諸支出金
3億7,978万円
（8.0％） 

消防費
1億6,966万円
（3.6％） 

商工費
1億433万2千円
（2.2％） 

議会費
6,278万7千円
（1.3％） 
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町の財政状況

町
の
財
政
状
況

　

現
在
の
高
森
町
の
財
政
状
況
を
、
平
成

22
年
度
の
普
通
会
計
（
一
般
会
計
と
鉄
道

経
営
対
策
事
業
基
金
特
別
会
計
と
農
業
用

水
供
給
事
業
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
会

計
）
決
算
か
ら
見
て
い
き
ま
す
。

■
財
政
力
指
数

　

財
政
力
指
数
と
は
地
方
公
共
団
体
の
財

政
力
を
示
す
数
値
で
、
地
方
交
付
税
の
基

準
財
政
収
入
額
を
基
準
財
政
需
要
額
で

割
っ
た
３
年
間
の
平
均
で
す
。
財
政
力
指

数
が
高
い
ほ
ど
財
政
力
が
強
い
自
治
体
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

高
森
町
の
財
政
力
指
数
は
０
・
２
２
で
、

熊
本
県
市
町
村
平
均
０
・
３
９
（
平
成
21

年
度
）
を
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、「
１
」
に
近
い
ほ
ど
財
源

に
余
裕
が
あ
る
と
さ
れ
、「
１
」
を
超
え

る
場
合
は
地
方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と

な
り
ま
す
。
現
在
、
県
内
に
不
交
付
団
体

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
経
常
収
支
比
率

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
毎
年
必
ず
必
要

と
さ
れ
る
経
費
に
経
常
的
な
収
入
が
ど
の

程
度
使
わ
れ
て
い
る
か
を
表
す
指
標
で

す
。
比
率
が
低
け
れ
ば
低
い
ほ
ど
財
政
に

ゆ
と
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

高
森
町
の
経
常
収
支
比
率
は
80
・
５
％

で
、
類
似
団
体
の
平
均
89
・
０
％
（
平
成

21
年
度
）
を
下
回
り
、
年
々
数
値
も
減
少

の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

■
地
方
債

　

下
の
表
の
と
お
り
高
森
町
の
地
方
債
現

在
高
（
借
金
）
は
50
億
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
町
民
１
人
当
た
り
（
平

成
22
年
度
末
現
在
）
で
割
る
と
70
万
５
，

１
５
５
円
と
な
り
ま
す
。
地
方
債
は
道
路

や
公
共
施
設
な
ど
将
来
に
わ
た
っ
て
長
期

間
使
わ
れ
る
も
の
の
借
金
を
、
建
設
時
の

町
民
だ
け
に
負
担
さ
せ
な
い
た
め
の
も
の

で
す
。
道
路
整
備
を
は
じ
め
ま
だ
ま
だ
皆

さ
ん
の
要
望
が
強
い
こ
と
も
現
実
で
す

が
、
各
種
事
業
を
実
施
し
な
が
ら
そ
の
削

減
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
過
去
５
年
間

で
約
12
億
６
千
万
円
を
削
減
し
ま
し
た
。

■
財
政
の
健
全
化
に
向
け

　

今
後
の
財
政
健
全
化
に
む
け
て
、
あ
ら

ゆ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
や
各
種
団
体
等

に
対
す
る
補
助
金
の
見
直
し
、
さ
ら
に
は

物
件
費
の
大
幅
な
削
減
な
ど
を
基
本
と
し

た
健
全
な
町
財
政
の
運
営
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
政
策
、
施
策
、
事
業
を
体

系
的
に
と
ら
え
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ

た
効
率
的
、
効
果
的
な
行
財
政
の
シ
ス
テ

ム
化
を
行
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ

せ
な
い
よ
う
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

地方債は過去５年間で12億6千万円を削減

■町民一人あたり（平成22年度末）にすると…

基金（貯金）
297,659円

地方債（借金）
705,155円

地方債
　地方債は長期の借入金のことで、その返済が複数年
度にまたがるものをいいます。家庭でいうと借金です。

基　金（積立金）
　基金とは家庭でいうと貯金です。しかし、町の基金
はそれぞれの目的のために積み立てられていますの
で、自由に出し入れして使うことはできません。

区　分 平成22年度末現在高
一般公共事業債 7,956万円
一般単独事業債 2億2,772万円
過疎対策事業債 13億386万円
臨時財政対策債 16億5,486万円
その他 17億5,541万円
合　計 50億2,141万円

区　分 平成22年度末現在高
財政調整基金 9億1,020万円
減債基金 1,009万円

ふるさとづくり対策事業基金 3,433万円
農業用水供給事業基金 9億1,254万円

その他 2億5,247万円
合　計 21億1,963万円

■過去5年間の基金及び地方債の推移
（億円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度
0

10

20

30

40

50

60

70
■ 基金残高　　 ■ 地方債残高

15億

63億

15億

60億
57億

53億

18億17億
21億

50億
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町発注工事と業務委託契約状況

番号 担当課 工事（業務委託）名 入札日 契約相手 請負代金

1 税務課 平成23年度
地籍調査測量業務委託 7月21日 ㈱スペック 26,985,000円 

2 教育委員会 高森東中学校
屋根改修工事 7月21日 下田工務店 1,554,000 円

3 教育委員会 高森中央小学校
児童玄関周り他舗装工事 7月21日 ㈾石原建設 1,428,000円 

4 総務課 高森町役場庁舎等
電話機器更新工事 7月21日 ㈲嶋田電設 5,512,500円 

5 産業観光課 高森峠環境整備事業委託 7月29日 ㈲大阿蘇環境計画 1,627,500円 

6 産業観光課 城山貯水池
環境整備事業委託 7月29日 ㈲大阿蘇環境計画 1,312,500円 

7 産業観光課 高森公園外２件
環境整備事業委託 7月29日 ㈲大阿蘇環境計画 315,000円 

8 建設課 草川原・赤羽根線
道路台帳作成業務委託 9月　9日 ㈲甲斐測量設計 2,730,000円 

9 建設課 山鳥・上ノ原線
側溝改修工事 9月　9日 ㈲富士造園土木 2,268,000円 

10 建設課 西丁・角河原線
道路修繕工事 9月　9日 金瀬組 602,700円 

11 建設課 天神・新市街線外１件
道路改修工事 9月　9日 ㈾松田興業 2,352,000円 

12 建設課 大仲野・宮原線
舗装補修工事 9月　9日 ㈲佐藤建設 609,000円 

13 建設課 大楢木・社倉線外１件
道路修繕工事 9月　9日 ㈲甲斐興業 1,680,000円 

14 建設課 森・林線道路整備工事 9月　9日 ㈾石原建設 9,870,000円 

15 建設課 男原線道路整備工事 9月　9日 西田建設㈱ 3,255,000円 

16 建設課 村山１号線道路整備工事 9月　9日 ㈱高梢 11,856,799円 

17 建設課 天神・尺司線
水道本管布設替工事 9月　9日 ㈲エス・ティー

　設備工業 4,672,500円 

18 建設課 高森町農業用水ポンプ場
部品修繕整備（別所池） 9月　9日 ㈱ドゥ

　プロジェクト 3,706,500円 

19 教育委員会 高森東中学校
図書室棟増築工事 9月　9日 ㈲岡本建築 1,459,500円 

20 教育委員会 高森東中学校
キュービクル改修工事 9月　9日 ㈲嶋田電設 2,256,450円 

21 建設課 根子岳観光線
橋梁新設工事 9月29日 ㈱杉本建設 43,365,000円 

町発注工事と業務委託契約状況（平成23年度５月以降）

※指名競争入札を行ったすべてを記載しています。

Public information 7



　高森町では、さまざまな催しが行われています。
　町民の皆さんに豊かな人生を送っていただくために多くの
講座を開いています。

■場　所　高森総合センター和室
※対象者には通知を差し上げます。

　10月７日と29日、高森総合センター和室で「パパ＆ママ
セミナー」が開催されました。セミナーでは、沐浴（赤ちゃん
のお風呂の入れ方） や、お父さんのための妊婦体験 、座談会（妊
娠の経過、お産の経過、妊娠中の栄養など）が行われ、参加者
は楽しみながら学んでいます。お気軽にご参加ください。

■お問い合わせ先
　高森町社会福祉協議会　℡６２－２１５８

■お問い合わせ先
　住民福祉課　健康推進係
　℡６２－１１１１（内線127）

■開催日　毎月第1・３木曜日
　　　　　午前10時～12時まで
■場　所　高森町芙蓉館２階
■協力団体　高森更生保護女性会

すこやか！
子育てのつどい
　子育て支援の一環として、０
歳から３歳までの子どもさんを
お持ちの家庭を対象とした就学
前親子サロンです。親子の楽し
い居場所づくり、ストレス解消、
お母さん同士の仲間づくりなど。
気軽に遊びに来てください。プ
レママさんも待ってます。参加
費は１家族200円です。

催事
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　９月２３日（金）　高森保育園運動会、高森幼稚園運動会
　９月２５日（日）　尾下区民体育祭（尾下体育館）
　９月２８日（水）　駐在嘱託員会議
　９月２９日（木）　議会全員協議会
１０月　４日（火）　老人クラブ交通指導員委嘱状交付
１０月　７日（金）　浄化槽フォーラム（グリーンピア南阿蘇）
１０月１０日（月）　草部北部地区交友会体育祭（旧草部北部中学校グラウンド）
１０月１２日（水）　高森町林業研究クラブ総会
１０月１３日（木）　防衛白書説明会
１０月１４日（金）　阿蘇広域事務組合正副管理者会議（未来館）
１０月１５日（土）　ねんりんピック２０１１熊本総合開会式（県民総合運動公園陸上競技場ＫＫＷＩＮＧ）
　　　　　　　　　高森地区地域安全運動の集い（高森中学校体育館）
１０月１６日（日）　グラウンドゴルフ交流大会、ねんりんピック歓迎レセプション
１０月１７日（月）　阿蘇広域事務組合議会定例会、グラウンドゴルフ交流大会表彰式
１０月１８日（火）　ねんりんピック２０１１熊本総合閉会式（崇城大学市民ホール）
１０月２０日（木）　学校給食・食育推進校研究発表（高森東中学校）

●５６回の公務・会議への参加の一部です。
●他、１９回の準公務・政治活動への参加を行いました。

（9月23日～10月20日）

町長交際費
（平成23年度　９月25日～10月18日）

交際費の予算は１年間で１００万円です。
現在の残りの額は　４４万９，３５０円です。

日　時 金　額 分　類 主な内容 備　考
　９月２５日 5,000円 祝費 尾下区民体育祭 尾下体育館
　９月２８日 ６,000円 弔費 窓口用香典代（３世帯×2,000円） 御遺族
　９月３０日 1,600円 お見舞い お見舞い 町外の方
　９月３０日 5,000円 共賛金 高森町体育協会基金チャリティーゴルフ大会 御遺族
１０月　１日 5,000円 祝費 高森町少年剣道招待練成大会 高森中学校体育館
１０月　２日 5,000円 祝費 草部南部地区体育祭 草部グラウンド
１０月　６日 10,000円 会費 馬場議長他就任祝賀会 松屋本館
１０月　６日 ４,000円 弔費 窓口用香典代（２世帯×2,000円） 御遺族
１０月　９日 5,000円 祝費 野尻北部区民体育大会 河原体育館
１０月　９日 5,000円 祝費 第22回「ふれあいフェスタ」 高森寮
１０月１０日 5,000円 祝費 草部北部地区交友会体育祭 草部北部中跡グランド
１０月１２日 10,000円 祝費 自衛隊第八偵察隊山地行進訓練に伴う交流会 ＪＡ野尻野菜集荷所
１０月１２日 5,000円 祝費 教育委員歓送迎会 なべや
１０月１２日 5,000円 祝費 高森町林業研究クラブ総会 村田家旅館
１０月１３日 5,000円 祝費 町内郵便局長会 ゆめしずく
１０月１４日 ４,000円 弔費 窓口用香典代（２世帯×2,000円） 御遺族
１０月１８日 4,200円 土産代 宮城県七ヶ宿町長の土産代（Ｈ24年度ねんりんピック開催地） ー

※交際費での支出は「公的な行事」のみです。
※「公的な行事」の後の２次会、その他の会費、経費は全て自己負担となっています。
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10
月
４
日
か
ら
10
月
10
日
の
間
、

熊
本
県
立
美
術
館
分
館
展
示
室
Ⅰ

で
、「
一
人
一
人
の
作
品
展
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

こ
の
作
品
展
は
、

写
真
研
究
会
無
名
塾
（
小
林
雄
治
郎

塾
長
）
が
主
催
し
て
お
り
、
今
年
で

10
回
目
を
迎
え
ま
す
。
県
内
外
か
ら

▲阿蘇の風景を撮り続けている内田さん

第
10
回
写
真
研
究
会
無
名
塾
「
一
人
一
人
の
作
品
展
」

内
田
建
二
郎
さ
ん
（
高
森
・
横
町
）
が
出
品

多
数
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
か
ら

写
し
出
さ
れ
た
写
真
を
一
目
見
よ
う

と
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

塾
生
で
も
あ
る
当
町
の
内
田
建
二

郎
さ
ん
（
高
森
・
横
町
）
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
高
森
の
風
景
を
中
心
に

６
点
の
写
真
を
出
品
。
内
田
さ
ん

は
、「
知
人
や
友
人
か
ら
は
高
森
に

住
ん
で
い
る
こ
と
を
う
ら
や
ま
し
が

ら
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
何

よ
り
高
森
に
は
素
敵
な
風
景
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
雄
大
な
根
子
岳
や
、
清

栄
山
か
ら
見
る
美
し
い
朝
や
け
、
俵

山
に
沈
む
夕
焼
け
、
高
森
殿
杉
な
ど

高
森
に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
感
謝
す

る
と
と
も
に
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
高
森
の
素
晴
ら
し
い
自
然

を
知
っ
て
も
ら
え
る
写
真
を
撮
り
た

い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
９
月
か
ら
２
年

間
、
青
年
海
外
協
力
隊
々
員

と
し
て
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に

派
遣
さ
れ
て
い
た
岩
下
昭
一

郎
さ
ん
（
高
森
・
森
）
が
、

10
月
13
日
帰
朝
報
告
の
た
め

町
長
室
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。派
遣
先
で
は
、首
都
ダ
ッ

カ
に
あ
る
職
業
訓
練
校
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科
に
配
属
さ

れ
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ー
ス

の
質
の
向
上
の
た
め
、
同
科

の
先
生
や
生
徒
の
指
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
は
繊
維
業
が
盛
ん
な
国

で
あ
り
、
岩
下
さ
ん
の
指
導

が
活
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
々
員
と
し
て
活
躍

岩
下
昭
一
郎
さ
ん
（
高
森
・
森
）
が

帰
朝
報
告

▲

バングラディシュ
の正装「パンジャ
ビ」を身にまとい
帰朝報告をする岩
下さん
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　９月30日、高森保育園で「交通安全教室」が開
催されました。多くの園児、保護者が参加し、高森
警察署員の講話や園児向けの交通安全を題材にした
「紙芝居」などがありました。また、この日はサプラ
イズのゲストとして「くまモン」が登場し、園児たち
は楽しみながら交通安全の大切さを学びました。

　９月 22 日、町文化協会が高森峠「句碑の森」
に岡本克己先生の句碑を建立し、除幕式が行われ
ました。この日は、天候も良くやわらかな風の中
多くの方が式典に参加し句碑の除幕を祝いました。
句は次のとおりです。

襷がけ　少し猫背に　なった母　琴司

くまモンと一緒に交通安全の大切さを学びました 句碑を中心に皆で記念撮影のようす

高森保育園「交通安全教室」
交通安全の大切さを学ぶ

高森峠「句碑の森」
岡本克己先生句碑除幕式

平成 23年度　百歳到達者祝状・銀杯伝達
上野サカエさん（高森・上在）、今村喜和さん（高森・昭和）を草村町長が表敬訪問
　町内で、お２人の方が 100 歳の表彰を受けられました。9月 22 日に上野サカエさん、９月 26日には今
村喜和さん宅へ草村町長が表敬訪問しました。上野さんは明治 45年２月 22日生まれ、今村さんは明治 45
年１月 16日生まれです。内閣総理大臣からの祝状と記念品、町からの表彰状が贈られ、岩下さんと今村さ
んは笑顔で受け取られていました。これからも、健康で元気にお過ごしください。

写真左はご家族と一緒に１００歳を祝う上野さん、写真右はピースサインで元気いっぱいの今村さん

祝
１００歳

祝
１００歳
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地区の融和と親睦を深める
町内各地区で多くの体育行事が開催
　10月は町内の各地区でたくさんの体育行事が行われました。９月 25日は「尾下区民体育祭」、10月２日
は「草部南部地区体育祭」、10月９日は「野尻北部区民体育祭」、10月 10日は「草部北部地区校友会体育祭」
が開催されました。
　それぞれの地区住民、老人会や婦人会、消防団などが参加し、趣向を凝らした競技が行われました。綱引
きなどの競技では白熱する場面も多々あり、子どもからお年寄りまで大変盛り上がった様子でした。地区の
融和と親睦をさらに深めました。

写真左は草部南部地区体育大会のようす、写真右は草部北部地区校友会体育祭のようす

　10月８日から 10 日の 3日間、阿蘇フォークス
クールで「阿蘇アート＆クラフトフェア」が開催
されました。ＮＰＯ法人「阿蘇フォースクール」
主催で 8回目。竹細工や革工芸、陶芸など九州内
のさまざまなジャンルの工芸家約 120 人が出品。
訪れた人は個性豊かな工芸品や展示された作品を
一つ一つ熱心に見入っていました。

訪れた人は工芸品を購入したりしていました 準優勝の高森中学校B

阿蘇アート＆クラフトフェア
クラフト作家やアーティストが集まる大工芸展

高森少年剣道招待錬成大会
九州各地から集まった剣士が真剣勝負
　10月１日と８日、高森中学校体育館で「高森少年
剣道招待錬成大会」が開催されました。九州各地か
ら約150チームが参加し、日頃の練習の成果を発揮
し白熱した試合を繰り広げました。結果は次のとお
りです。
中学校男子の部　優勝／三股中学校、準優勝／高森中
学校Ｂ、小学校男子の部　優勝／須恵剣友会、準優勝
／北部少年剣道クラブ、中学校女子の部　優勝／春日
野中学校、準優勝／三瀬中学校、小学校女子の部　優
勝／須恵剣友会、準優勝／黒津少年剣道クラブ
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尾下菅原神社秋の大祭
受け継がれる伝統の舞
　10月 3日に「尾下菅原神社秋の大祭」が催され、唐うちわを持った勢子の子どもたちと雌雄２頭の獅子
舞が、神社と多々野原公園で勇壮に舞を奉納しました。尾下菅原神社の獅子舞は県の重要無形文化財に指定
されており、地区住民が尾下の伝統行事として今日まで受け継いでいます。多々野原公園にはたくさんの子
どもやお年寄りが集まり祭りを楽しんでいました。

第22回ふれあいフェスタin高森寮
多彩なステージに歓声
　10月９日、立正福祉会高森寮で「ふれあいフェスタ」が開催されました。これは、子どもからお年寄り
まで「誰もが気軽に参加できるボランティアの場」として今年で 22回目を迎えます。今年もフリーマーケッ
トや、商工青年部などのバザーや町内外からの出店がズラリと並び、訪れた人は存分に買い物や料理を楽し
んでいました。また、藤本一精さん率いるニューヨークジェッツのステージやCCBの笠こうじさんによる
ライブなども行われ、イベントを一層盛り上げました。ボランティアの輪で作られた「ふれあいフェスタ」
は大にぎわいの一日となりました。

くまもとサプライズ　くまモン隊によるショーに子どもたちも大喜び

厳やかな雰囲気の中、勢子と獅子舞が舞を奉納しました
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平
成
23
年
分
給
与
所
得
の

年
末
調
整
説
明
会
の
御
案
内

　

平
成
23
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調
整
説
明
会
を
下
記
の

日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
会
場
の
収
容
人
員
の
都
合
に
よ
り
、
左
記

１
の
と
お
り
、
説
明
会
の
日
程
を
指
定
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
御
都
合
の
悪
い
場
合
は
、
ほ
か
の
開
催
日

で
も
出
席
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
説
明
会
出
席
の
際
に

は
、
左
記
２
の
書
類
を
持
参
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

１　

説
明
会
日
程
・
場
所

・
小
国
町
・
南
小
国
町
の
方

 

11
月
15
日
（
火
）
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　

小
国
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
（
阿
蘇
郡
小
国
町
宮
原

１
５
６
７-

１
）

・
高
森
町
・
西
原
村
・
南
阿
蘇
村
の
方

 

11
月
16
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
及
び
、
午
後

２
時
〜
３
時
30
分　

高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
（
高
森
町
高

森
２
１
６
８
）

・
阿
蘇
市
・
産
山
村
の
方

　

11
月
17
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
（
阿
蘇
市
内
牧
９
７
６-

２
）

２　

持
参
し
て
い
た
だ
く
書
類

　

(1)
平
成
23
年
分
年
末
調
整
の
し
か
た

　

(2)
平
成
23
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調

書
の
作
成
と
提
出
の
手
引

南
部
分
署

税
情
報

高
森
警
察
署

消
防

な
ん
で
も

知
っ
て
お
き
た
い

こちら

です!

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
阿
蘇
広
域
消
防
本
部
警
防
課　

℡
０
９
６
７-

３
４-

０
０
２
４

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
税
務
署　
　
　

℡
０
９
６
７-

２
２-

０
５
５
１

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
森
警
察
署　

℡
６
２-

０
１
１
０

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
と
犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を

　

今
全
国
警
察
を
挙
げ
て
「
指
名
手
配
被
疑
者
の
捜
査
強
化
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
警
察
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
社
会
の
中
に
紛
れ
込
み
逃
亡
を
続
け

て
い
る
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
向
け
た
捜
査
を
強
力
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

「
あ
な
た
の
近
く
に
き
っ
と
い
ま
す
。
」

　

「
指
名
手
配
ポ
ス
タ
ー
に
似
た
人
を
見
か
け
た
」
と
い
っ
た
情
報
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
警
察
に
通
報
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◇　

「
お
か
し
い
な
？
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
１
１
０
番

　
　

１
１
０
番
通
報
は
、
事
件
が
発
生
し
た
と
き
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
か
し
い
な
と
思
っ
た
り
、
不
審
な
人
物
や
車
を
見
か
け
た
り
し
た
と
き
は
迷
わ

ず
１
１
０
番
し
て
く
だ
さ
い
。

◇　

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
通
報
を

　
　

不
審
な
車
の
通
報
が
き
っ
か
け
で
重
要
事
件
を
解
決
し
た
例
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
事
件
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
、
警
察
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

◇　

聞
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を

　
　

あ
な
た
の
一
言
が
事
件
を
解
決
す
る
重
要
な
「
鍵
」
と
な
り
ま
す
。
警
察
官
が

お
伺
い
し
た
際
に
は
、
小
さ
な
情
報
で
も
結
構
で
す
。
積
極
的
に
提
供
し
て
く
だ

さ
い
。

「
指
名
手
配
」
情
報　

警
察
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.npa.go.jp/　

↓　

指
名
手
配

●
被
害
相
談
窓
口
の
ご
案
内

警
察
で
は
、
様
々
な
被
害
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま

ず
は
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
警
察
安
全
相
談
室　

℡
０
９
６ｰ

３
８
３ｰ

９
１
１
０　

又
は　

＃
９
１
１
０

　

警
察
の
総
合
的
な
相
談
窓
口
で
す
。

・
犯
罪
被
害
者
支
援
室　

℡
０
９
６ｰ

３
８
１ｰ

０
１
１
０
（
内
線
２
１
９
３
〜
２
１
９
５
）

　

犯
罪
被
害
者
の
心
の
悩
み
・
犯
罪
被
害
給
付
制
度
に
関
す
る
相
談
窓
口
で
す
。

・
肥
後
っ
子
テ
レ
ホ
ン　
℡
０
９
６ｰ

３
８
４ｰ

４
９
７
６
又
は
、
℡
０
１
２
０ｰ

０
２ｰ

４
９
７
６

　

い
じ
め
や
犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
子
供
の
こ
と
、
少
年
の
非
行
問
題
な
ど
、

　

少
年
問
題
専
門
の
相
談
電
話
で
す
。

・
レ
デ
ィ
ー
ス
１
１
０
番　

℡
０
１
２
０ｰ

８
３
４ｰ

３
８
１

　

性
犯
罪
の
被
害
に
関
す
る
女
性
専
用
の
相
談
電
話
で
す
。

・
暴
力
追
放
相
談
電
話　

℡
０
９
６ｰ

３
８
４ｰ

０
１
１
０

　

暴
力
団
が
関
係
す
る
事
件
・
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談
電
話
で
す
。

・
悪
質
商
法
１
１
０
番　

℡
０
９
６ｰ

３
８
５ｰ

１
１
１
０

　

悪
質
商
法
の
被
害
に
関
す
る
相
談
電
話
で
す
。

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

児
童
虐
待
か
ら
子
ど
も
を
救
う
た
め
に

〜
守
る
の
は
、
気
づ
い
た
あ
な
た
の
そ
の
勇
気
〜

○
児
童
虐
待
と
は

　

児
童
（
18
歳
未
満
の
者
）
に
対
し
て
保
護
者
（
児
童
を
現
に
監
護
す
る
者
）
が
、

暴
力
や
育
児
拒
否
等
の
行
為
を
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

○
児
童
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
…
た
め
ら
わ
ず
に
電
話
を

　

「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ

る
児
童
を
発
見
し
た
者
は
、
速
や
か
に
、
児
童
相
談
所
等
に
通
告
し
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
※
連
絡
し
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

中
央
児
童
相
談
所　

℡
０
９
６ｰ

３
８
１ｰ

４
４
５
１

救
急
車
に
よ
る
画
像
等
伝
送

シ
ス
テ
ム
実
証
試
験
開
始

　

阿
蘇
広
域
消
防
本
部
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
阿
蘇
地

域
医
療
再
生
計
画
の
一
環
と
し
て
画
像
等
伝
送
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
効
果
や
有
用
性
を
検
証
す
る
た
め
の
実
証
試

験
を
開
始
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
と
は
、
救
急
車
内
の
映
像
、
心

電
図
、
血
圧
等
の
デ
ー
タ
を
即
時
に
医
療
機
関
へ
伝
送

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

今
回
の
実
証
試
験
で
は
、
阿
蘇
地
域
（
中
部
・
北

部
・
南
部
）
の
３
台
の
救
急
車
に
伝
送
装
置
を
積
載
し

て
、
熊
本
市
内
の
４
基
幹
病
院
（
熊
本
赤
十
字
病
院
・

熊
本
医
療
セ
ン
タ
ー
・
済
生
会
熊
本
病
院
・
熊
本
大
学

医
学
部
附
属
病
院
）
へ
搬
送
す
る
場
合
、
全
例
、
伝
送

試
験
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

伝
送
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
救
急
隊
は
医
師
か
ら
適

切
な
指
示
・
指
導
・
助
言
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
医
療
機
関
は
、
よ
り
早

い
段
階
で
検
査
や
手
術
の
準
備
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

画
像
伝
送
は
、
傷
病
者
本
人
や
家

族
の
同
意
を
得
て
行
い
ま
す
が
、
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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国民年金保険料は、退職（失業）による特例
免除があります

　

多た

様よ
う

化か

す
る
地ち

域い
き

課か

題だ
い

の
解か
い

決け
つ

に
向む

け
て
、
町ち
ょ
う

政せ
い

や
地ち

域い
き

の
あ
ら
ゆ
る
分ぶ
ん

野や

の
政せ
い

策さ
く

・
方ほ
う

針し
ん

決け
っ

定て
い

過か

程て
い

に
多た

様よ
う

な
立た
ち

場ば

の
町ち
ょ
う

民み
ん

の
声こ
え

を
反は
ん

映え
い

し
て
い
く
こ
と
が
必ひ
つ

要よ
う

で
す
。
そ
の
た

め
に
、
政せ
い

策さ
く

・
方ほ
う

針し
ん

決け
っ

定て
い

過か

程て
い

に
お
け
る
男だ
ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

を

進す
す

め
る
こ
と
は
大た
い

変へ
ん

有ゆ
う

効こ
う

な
手し
ゅ

段だ
ん

で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
地ち

域い
き

に
残の
こ

る
固こ

定て
い

的て
き

な
性せ
い

別べ
つ

役や
く

割わ
り

分ぶ
ん

業ぎ
ょ
う

意い

識し
き

を
反は
ん

映え
い

し
て
、「
団だ
ん

体た
い

の
長ち
ょ
う

・
代だ
い

表ひ
ょ
う

に
は
男だ
ん

性せ
い

が
な
る
ほ
う
が
よ
い
（
な
る
も
の
だ
）」
な
ど
の
風ふ
う

潮ち
ょ
う

が
あ
り
、

町ち
ょ
う

政せ
い

や
地ち

域い
き

運う
ん

営え
い

へ
の
女じ
ょ

性せ
い

の
参さ
ん

画か
く

が
十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

で
あ
る
と
は
い

え
な
い
状じ
ょ
う

況き
ょ
う

に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
現げ
ん

状じ
ょ
う

を
ふ
ま
え
、
女じ
ょ

性せ
い

が
そ
の
能の
う

力り
ょ
く

を
開か
い

発は
つ

し
発は
っ

揮き

す
る
機き

会か
い

か
ら
遠と
お

ざ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
留り
ゅ
う

意い

し

て
意い

識し
き

改か
い

革か
く

や
人じ
ん

材ざ
い

育い
く

成せ
い

に
取と

り
組く

み
、
政せ
い

策さ
く

・
方ほ
う

針し
ん

決け
っ

定て
い

過か

程て
い

に
お
け
る
男だ
ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

を
進す
す

め
る
必ひ
つ

要よ
う

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
審し
ん

議ぎ

会か
い

等と
う

へ
の
委い

員い
ん

登と
う

用よ
う

に
お
け
る
慣か
ん

行こ
う

の
見み

直な
お

し
を
図は
か

り
、
町ま
ち

の
審し
ん

議ぎ

会か
い

等と
う

で
の
公こ
う

募ぼ

委い

員い
ん

枠わ
く

の

拡か
く

大だ
い

や
委い

員い
ん

の
選せ
ん

定て
い

方ほ
う

法ほ
う

の
見み

直な
お

し
に
関か
ん

し
て
、
審し
ん

議ぎ

会か
い

等と
う

に
つ
い
て
の
条じ
ょ
う

例れ
い

・
要よ
う

綱こ
う

な
ど
の
見み

直な
お

し
を
図は
か

る
と
と
も
に
、

多た

様よ
う

化か

の
指し

標ひ
ょ
う

と
な
る
女じ
ょ

性せ
い

委い

員い
ん

の
登と
う

用よ
う

率り
つ

の
数す
う

値ち

目も
く

標ひ
ょ
う

を

設せ
っ

定て
い

し
ま
す
。

高た
か

森も
り

町ま
ち

男だ
ん

女じ
ょ

共き
ょ
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

基き

本ほ
ん

計け
い

画か
く

よ
り

国民年金だより

住じ
ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か　

人じ
ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

■お問い合わせ先　住民福祉課住民係　℡６２－１１１１（内線１２９）

　特例免除は、申請する年度または前年度において退職（失業）
の事実がある場合に対象となります。また、この特例免除に
ついては、配偶者・世帯主が退職された場合にも対象となり
ます。
　手続きに必要なもの
　①　年金手帳または基礎年金番号がわかるもの（納付書等）
　②　認印
　③　失業していることを確認できる公的機関の証明の写し
　　　（雇用保険受給資格者証、離職票）
追納のおすすめ
　国民年金には、追納という制度があり、１０年以内なら免除を受けた期間の保険料を
納めることができます。追納をされることにより、老齢基礎年金の年金額に算入されま
す。また、免除が承認された期間の翌年度から起算して３年度目以降は、当時の保険料
に加算金がつきますので、お早めにされることをおすすめします。
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熊
本
県
で
は
、
救
急
医
療
体
制
の
強
化
策
と

し
て
、
今
年
12
月
下
旬
に
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
（
基

地
病
院
：
熊
本
赤
十
字
病
院
）
の
運
航
開
始
を

予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
救
急
搬
送
を
担
っ
て

い
る
県
防
災
消
防
ヘ
リ
「
ひ
ば
り
」
と
連
携
し
、

２
機
で
救
急
医
療
活
動
を
行
う
体
制
を
つ
く
り

ま
す
。

●
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と

・
一
般
の
方
が
ヘ
リ
を
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

１
１
９
番
で
連
絡
を
受
け
た
消
防
機
関
が
、
患
者
の
け

が
や
病
気
の
状
況
な
ど
か
ら
、
ヘ
リ
で
運
ぶ
必
要
が
あ

る
と
判
断
し
た
場
合
に
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
で
の
移
動
に
か
か
っ
た
費
用
を
支
払
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
出
動
し
た
医
師
な
ど
が
行
う
治
療
に
要

す
る
費
用
は
支
払
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
が
飛
来
し
た
際
に
は
、
危
険
で
す
の
で
、
近
寄
ら
ず
、

消
防
機
関
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
）
熊
本
赤
十
字
病
院
建
築
推
進
室

　
☎
０
９
６-

３
８
４-

２
１
１
1

　（
ヘ
リ
救
急
搬
送
体
制
）
熊
本
県
医
療
政
策
課

　
☎
０
９
６-

３
３
３-

２
２
４
６

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

運
航
を
開
始
し
ま
す

　
10
月
１
日
付
け
で
、
藤
岡
ミ
キ
さ
ん
（
大
字

高
森
）
と
佐
藤
徹
さ
ん
（
大
字
草
部
）
が
、
法

務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
（
再
任
）

さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ

れ
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
、
人
権
を
侵
さ

れ
た
人
が
い
た
場
合
に
は
、
相
談
相
手
に
な
っ

て
救
済
す
る
こ
と
と
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権

人
権
擁
護
委
員
委
嘱
の
お
知
ら
せ

藤岡　ミキさん
（大字高森）

佐藤　徹さん
（大字草部）

の
考
え
方
を
広
め
、
自
由
人
権
思
想
の
啓
発
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
嘱
期
間
は
、
平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

26
年
９
月
30
日
で
す
。
そ
の
他
の
人
権
擁
護
委

員
は
次
の
方
々
で
す
。

○
荒
牧
邦
彦
さ
ん
（
大
字
上
色
見
）、
白
石
吉
勝

さ
ん
（
大
字
河
原
）

　
こ
の
た
び
、中
山
大
輔
さ
ん
（
上
色
見
・
大
村
）

が
、
阿
蘇
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部
南
部
分
署

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
中
山
さ
ん
は
「
地
域
の

方
々
の
安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
に
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す
。」と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

南
部
分
署
よ
り

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

中山　大輔さん
（上色見・大村）

固定資産税第４期の納期限は11月30日（水）です。／高森町役場税務課
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高森町老人クラブ交通指導員
へ委嘱状を交付

　10月４日、町内老人クラブへ交通指導員
の委嘱状が交付されました。委嘱されたのは
次の方々です。田所醇さん（万年青年）、野崎
保男さん（楽友会）、谷川今朝次さん（清栄会）、
中川堅さん（城山会）、本田陸奥雄さん（昭和
会）、大和靖夫さん（若葉会）、高倉静也さん（根
子岳会）、後藤今朝治さん（ひめゆり会）、村
上元次さん（ひまわり会）、本田英明さん（草
北会）、二子石清廣さん（草部福寿会）、鶴林
豊成さん（はまとこ会）、熊川孝子さん（河原
福寿会）、田上寅光さん（ふもと会）

法
・
生
活
設
計
・
年
金
等
の
テ
ー
マ
、
開
催
場

所
、
時
間
に
つ
い
て
、
御
要
望
を
御
連
絡
く
だ

さ
い
。
な
お
、
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
へ
の

謝
礼
、
交
通
費
は
不
要
で
す
。

○
テ
ー
マ
例
　「
携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル
」、「
多

重
債
務
に
な
ら
な
い
た
め
に
」、「
高
齢
者
を

め
ぐ
る
悪
質
商
法
」

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
金
融
広
報
委
員
会
（
消
費
生
活
課
内
）

　
☎
０
９
６-

３
８
３-

２
３
２
３

　
県
内
児
童
生
徒
の
科
学
研
究
優
秀
作
品
約

１
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

○
開
催
日
　
平
成
23
年
11
月
11
日
（
金
）
〜
16

日
（
水
）
※
14
日
（
月
）
は
お
休
み
で
す
。

○
開
催
場
所
　
熊
本
市
立
熊
本
博
物
館
　
特
別

展
示
室
（
入
場
無
料
）

　U
R
L

　h
ttp
:/
/
w
w
w
.h
ig
o
.e
d
.jp
/
e
d
u
-c
/

ka
g
a
kute
n/inde

x
.htm

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
　
理
科
研
修
室

　
℡
０
９
６
８-

４
４-

６
６
１
１

第
71
回
科
学
展
の
お
知
ら
せ

　

〜
発
見
！
ひ
ろ
が
る
未
来
〜

金
融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
講
師
）
を
派
遣
し
ま
す

　
地
域
や
学
校
で
開
催
さ
れ
る
学
習
会
・
講
演

会
へ
消
費
者
教
育
を
行
う
金
融
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
（
講
師
）
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
悪
質
商

高森町教育委員に
二子石　敬喜さん

　９月定例議会において、二子石鉄幸前教
育委員長の任期満了にともない、高森町教
育委員に二子石敬喜さん（中・峰の宿）が
選任されました。なお、委員の任期は４年
です。そのほかの高森町教育委員は次の方々
です。
・平田ルリ子教育委員長、宇藤信喜教育委員
長職務代理者、草村伸夫教育委員、佐藤増
夫教育長。
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阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
　
↑
↓
　
肥
後
大
津
駅

　
豊
肥
本
線
肥
後
大
津
駅
（
南
口
）
と
阿
蘇
く

ま
も
と
空
港
を
結
ぶ
新
た
な
交
通
手
段
（
空
港

ラ
イ
ナ
ー
）
の
試
験
運
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
是
非
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。
時
刻
表
等
詳

し
く
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

○
運
行
期
間
　
平
成
24
年
３
月
25
日
（
日
）
ま
で

○
運
賃
　
無
料

○
便
数
　
１
日
47
便

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　「
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
ラ
イ
ナ
ー
」

　http://oa
so-ozu

.c
o
m
/a
irline/

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
交
通
政
策
課

　
☎
０
９
６-

３
３
３-

２
１
６
７

空
港
ラ
イ
ナ
ー
（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
等
の

専
用
車
）
の
試
験
運
行
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
事
業
主
の
皆
様
、「
労
働
保
険
」
の
加
入
手
続

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

を
合
わ
せ
た
総
称
で
、
政
府
が
管
掌
す
る
保
険

制
度
で
す
。

　
こ
の
「
労
働
保
険
」
は
事
業
の
種
類
や
規
模

に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
い

て
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業

主
は
、
加
入
手
続
き
を
行
い
労
働
保
険
料
を
納

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
卸
・
小
売
業
、
飲
食
店
、
理
・

美
容
業
等
を
中
心
に
、
加
入
手
続
が
さ
れ
て
い

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
で
す

な
い
事
業
場
が
、
か
な
り
の
数
残
っ
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
解
消
に
向
け
厚
生
労
働
省
で
は
、
年
間

を
通
じ
た
広
報
を
行
う
と
と
も
に
、11
月
を
「
労

働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
定
め
て
、
労

働
保
険
の
適
用
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
労
働
者
の
方
が
業
務
上
や
通
勤
途
上
に
お
い

て
負
傷
し
た
り
、
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
あ
る

い
は
不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
必
要
な
労

災
保
険
給
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、

リ
ス
ト
ラ
や
倒
産
等
に
よ
り
失
業
し
た
場
合
の

失
業
給
付
や
、
在
職
中
に
お
け
る
育
児
及
び
介

護
休
業
給
付
等
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
速
や
か

に
保
険
の
加
入
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
労
働
保
険
制
度
や
加
入
手
続
き
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

か
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク（
公
共
職
業
安
定
所
）ま
た
は
、

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室
へ
お
気
軽
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
９
６-

２
２
１
１-

１
７
０
２

国民健康保健税第7期の納期限は11月30日（水）です。／高森町役場住民福祉課
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健
康
問
題
を
24
時
間
、

日
替
わ
り
で
お
送
り
し
ま
す
。

○
11
月
の
週
間
プ
ロ
グ
ラ
ム

月
曜
日
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を

　
　
　
　
早
く
接
種
し
よ
う

火
曜
日
　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

水
曜
日
　
目
が
真
っ
赤
に
な
る
（
球
結
膜
下
出
血
）

木
曜
日
　
フ
ッ
素
入
り
歯
み
が
き
の
上
手
な
使
い
方

金
曜
日
　
生
理
痛
に
つ
い
て

土
・
日
曜
日
　
家
族
が
癌
と
言
わ
れ
た
ら

☎
０
９
６-

３
８
５-

３ミ
ミ

ツ

ー

ワ

３
０
０

モ
シ
モ
シ
健
康
情
報

　
12
月
中
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
新
し
い
電
話

帳
を
お
届
け
し
た
際
、
不
要
と
な
っ
た
古
い
電

話
帳
を
配
達
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
お
渡
し

で
き
な
か
っ
た
場
合
、
大
変
お
手
数
で
す
が
、

お
客
様
に
て
資
源
回
収
等
へ
出
す
な
ど
処
分
し

て

頂

く

か
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ【
無
料
】

０
１
２
０-

５
０
６-

３
０
９
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
無
料
で
後
日
回
収
に
伺
い
ま
す
。

　
県
で
は
、
特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜
日
労
働

相
談
を
実
施
し
ま
す
。
来
所
ま
た
は
電
話
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

○
11
月
13
日
（
日
）　
労
働
時
間
（
長
時
間
労
働

な
ど
）、
育
児
休
業
・
介
護
休
業
等
に
つ
い
て

○
12
月
11
日
（
日
）　
解
雇
、
退
職
勧
奨
・
退
職
、

退
職
金
に
つ
い
て

○
相
談
時
間
帯
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
　
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６-

３
５
２-

３
６
１
３

紙
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

ご
協
力
を

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の

日
曜
日
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ

　高森町観光協会主催による「高森田楽まつ
り」が開催されます。
　会場では高森田楽、やまめ、地鶏などの郷
土料理と、たかもりの秋の味覚が出店されま
す。また、ステージではさまざまな催しが行
われますので、町民の皆さんのご来場をお待
ちしております。
○日時　11月13日（日）12：00～16：00
○場所　高森町観光交流センター
■お問い合わせ先
　高森町観光協会　℡62-2233

○日時　11月19日（土）～12月31日（土）
　　　　午前9時～午後5時
※12月24日（土）・25日（日）は
　午後8時まで開放します。
○場所　高森湧水トンネル公園
■お問い合わせ先
　産業観光課商工観光係（内線153・154）

高森田楽まつり

第 9回高森湧水トンネル

クリスマス
ファンタジー
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高
森
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
こ
ち
ら
か
ら
ア
ク
セ
ス
下

さ
い
。

　
高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か

か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
炭
で

す
。

○
ご
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り

３
０
０
万
円
以
内

○
利
率
　
年
２
・
８
５
％
（
母
子
家
庭
の
方
は
年

２
・
４
５
％
）（
固
定
金
利
平
成
23
年
10
月
13

日
現
在
）

○
ご
返
済
期
間
　
15
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭

ま
た
は
母
子
家
庭
の
方
は
18
年
以
内
）

○
お
使
い
み
ち
　
入
学
金
、授
業
料
、教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金
・
家
賃
な

ど
○
ご
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー

ナ
ス
月
増
額
返
済
も
可
能
）

※
詳
し
く
は
左
記
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ヘ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　

　
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
ま
た
は
０
３-

５
３
２
１-

８
６
５
６

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政
策

金
融
公
庫　

国
民
生
活
事
業
）

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会

受
講
者
募
集

○
講
習
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
本
か
ら
。

エ
ク
セ
ル
３
級
の
検
定
試
験
実
施

○
受
講
資
格
　
受
講
終
了
後
す
ぐ
に
仕
事
に
就

き
た
い
人
等

○
定
員
　
20
人
（
選
考
に
て
決
定
）

○
受
付
日
時
・
場
所
　
12
月
７
日
（
水
）、
８
日

（
木
）
午
後
１
時
〜
４
時
、
く
ま
も
と
県
民
交

流
館
パ
レ
ア
会
議
室
３

○
講
習
期
間
　
平
成
24
年
１
月
13
日
〜
２
月
10

日
、
月
〜
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
費
用
　
受
講
料
無
料
。
教
材
費
、
検
定
料
は

自
己
負
担

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６-

３
５
５-

４
３
０
９

　
11
月
は
「
い
き
い
き
農
地
適
正
利
用
強
化
月

間
」
で
す
。

　「
農
地
」
は
食
料
生
産
の
基
礎
と
し
て
適
正
に

利
用
し
、
無
断
で
農
地
以
外
の
も
の
に
せ
ず
、

荒
ら
さ
ず
、
耕
作
放
棄
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
自

ら
耕
作
が
で
き
な
い
場
合
は
、
耕
作
を
希
望
さ

れ
る
方
に
貸
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
地
に
関
す
る
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

農
地
が
所
在
す
る
農
業
委
員
会
へ

■
高
森
町
農
業
委
員
会
（
内
線
１
５
２
）

■
月
間
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
庁
農
地
・
農
業
振
興
課

　
☎
０
９
６-

３
３
３-

２
３
７
６

く
ま
も
と
の
宝
「
農
地
」
を
守
り
活
用
し
よ
う

「
い
き
い
き
農
地
適
正
利
用
強
化
月
間
」

高
森
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
つ
い
て

高森町HPQRコード
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要
ら
ん
世
話
　
隣
に
や
嫁
も
　
孫
も
お
る

チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
　
海
外
の
客
　
取
り
逃
が
し

庭
の
隅
　
小
綬
鶏
の
来
て
遊
び
よ
る

庭
の
隅
　
ま
だ
挽
き
臼
の
す
わ
っ
と
る

庭
の
隅
　
狸
一
家
に
　
住
み
つ
か
れ

庭
の
隅
　
花
泥
棒
も
気
が
付
か
ん

（
阿
蘇
御
神
火
会
）

市
原
　
正
成

岡
本
　
琴
司

桐
原
　
白
酔

後
藤
　
愛
子

後
藤
　
信
子

佐
藤
多
可
雄

霜 

月

（
阿
蘇
御
神
火
会
）

チ
ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
　
ピ
カ
ソ
の
何
処
が
い
い
と
か
な

物
は
相
談
　
ち
ょ
こ
っ
と
ハ
ン
コ
押
し
て
く
れ

見
て
の
通
り
　
勿
体
な
い
で
こ
の
体

要
ら
ん
世
話
　
身
内
よ
り
福
祉
に
頼
る

見
て
の
通
り
　
撫
子
は
可
憐
で
強
い

箸
本
き
み
子

藤
本
　
無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺
　
雲
海

　
熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
で
は
、
豊
富
な
資

源
を
活
用
し
た
様
々
な
試
験
研
究
や
普
及
活
動

を
日
々
行
っ
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
様
に
当
所

の
業
務
内
容
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
一

般
公
開
を
実
施
し
ま
す
。

○
開
催
日
　
平
成
23
年
11
月
13
日
（
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

○
開
催
場
所
　
熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６-

３
３
９-

２
２
２
２

熊
本
県
林
業
研
究
指
導
所
を

一
般
公
開
し
ま
す

多
重
債
務
者
生
活
再
生
支
援
事
業

　
多
重
債
務
者
の
問
題
は
、
家
庭
崩
壊
、
犯
罪

や
自
殺
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で
は
、グ
リ
ー

ン
コ
ー
プ
生
協
く
ま
も
と
に
委
託
し
、
面
談
に

よ
る
家
計
診
断
・
生
活
指
導
や
、
債
務
整
理
後

の
生
活
再
生
中
に
発
生
し
た
臨
時
的
な
生
活
資

金
に
対
す
る
貸
付
な
ど
、
債
務
整
理
か
ら
生
活

再
生
ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
生
活
再
生
相
談
室

　
☎
０
９
６-

２
４
３-

２
１
０
０

小
学
校
５
年
生
社
会
科
用
と
中
学
校
１
年
生

技
術
・
家
庭
科
用
に
副
読
本
を
配
布
し
て
い
ま
す

　
熊
本
県
で
は
、
県
内
の
小
中
学
校
に
副
読
本

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
小
学
生
は
社
会
科
、
中

学
校
は
技
術
・
家
庭
科
の
教
科
書
に
添
っ
た
内

容
で
、
熊
本
の
森
林
や
木
材
利
用
の
重
要
性
が

わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
庁
新
館
１
階
情
報
プ
ラ
ザ
に
も
展
示
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
興
味
に
あ
る
方
は
一
度
閲
覧

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
熊
本
県
林
業
振
興
課

　
☎
０
９
６-

３
３
３-

２
４
４
８
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

　
〜
一
人
ひ
と
り
の
予
防
が
大
事
で
す
〜

健康講座
H e a l t h y  c o u r s e

２　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は

　
　
　

ど
う
や
っ
て
う
つ
る
の
？

飛
沫
（
ひ
ま
つ
）
感
染
と
接
触
感
染

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

飛
沫
感
染
は
、
感
染
し
た
人
が
せ

き
を
す
る
こ
と
で
飛
ん
だ
、
だ
液
な

ど
に
含
ま
れ
る
ウ
ィ
ル
ス
を
、
口
や

鼻
か
ら
吸
い
込
ん
で
し
ま
い
、
ウ
ィ

ル
ス
が
体
内
に
入
り
込
む
こ
と
で

す
。

　

接
触
感
染
は
、
感
染
し
た
人
が
せ

き
を
手
で
押
え
た
後
や
、
鼻
水
を
手

で
ぬ
ぐ
っ
た
後
に
、
ド
ア
ノ
ブ
、
ス

イ
ッ
チ
な
ど
に
触
れ
、
そ
の
場
所
に

ウ
ィ
ル
ス
を
含
ん
だ
、
だ
液
な
ど
が

付
着
し
、
別
の
人
が
手
で
触
れ
、
さ

ら
に
そ
の
手
で
鼻
、
口
に
再
び
触
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
粘
膜
な
ど
を
通
じ

て
、
ウ
ィ
ル
ス
が
体
内
に
入
り
込
む

こ
と
で
す
。

３　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

　
　
　

か
か
ら
な
い
た
め
に
は

飛
沫
感
染
、
接
触
感
染
と
い
っ
た
感

染
経
路
を
断
つ

・
家
に
帰
っ
て
き
た
ら
、
手
洗
い
う

が
い
を
す
る

・
ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒
液
で

手
を
消
毒
す
る

普
段
か
ら
栄
養
と
睡
眠
を
十
分
に

と
り
、
抵
抗
力
を
高
め
る

予
防
接
種
を
受
け
る

・
発
症
す
る
可
能
性
を
減
ら
し
、
発

症
し
て
も
重
い
症
状
に
な
る
の
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

・
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
持
続
す
る
期

間
は
、
一
般
的
に
５
ヶ
月
ほ
ど

・
流
行
す
る
型
は
変
わ
る
の
で
、
毎

年
、
定
期
的
に
接
種
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る

風　　　邪 インフルエンザ

症　　　状
鼻水やのどの痛み
などの局所症状

38℃以上の発熱やせき、の
どの痛み、全身のだるさや関
節の痛みなどの全身症状

流行の時期 一年中
1月～ 2月に流行のピーク
（ただし、4月 5月まで流行
することもある）

１　インフルエンザと普通の風邪の違い

Takamori 2011・1122



●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
大原チエミ　　下條　美幸
森　　治房　　谷村　一男
川久保良一　　今村よみ子
［一般寄付］
荒牧　弘幸　　児玉　國廣
本田　　結

2011年 9月受付分（敬称略）

▼
10
月
16
日
と
17
日
に
開

催
さ
れ
た
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
２
０
１
１
（
ふ
れ
愛
）
熊

本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
流
大
会
。
全
国
か
ら
た

く
さ
ん
の
方
が
参
加
さ
れ
、

高
森
の
味
、
自
然
や
文
化

を
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

町
内
中
学
生
と
の
交
歓
大

会
も
あ
り
、
笑
顔
と
ふ
れ

あ
い
が
あ
ふ
れ
る
素
晴
ら

し
い
大
会
で
し
た
。

人口／７，１７２人（＋17）
男性／３，４２０人（＋　8）
女性／３，７５２人（＋　9）
世帯／２，８０９戸（＋　5）

住　所

高　森・津　留
河　原・黒　岩
高　森・横　町

死亡者

南　　悦男
森　　リヨ
谷村　チエ

年　齢

75
96
93

御遺族

南　　一誠
森　　治房
谷村　一男

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

（11月13日～12月11日分）

11
月
16
日

 

〜
12
月
15
日

１１月１３日 平 田 医 院 ☎６２－０２１６

１１月２０日 のむら内科クリニック ☎ ０９６－２９２－２２５０

１１月２３日 阿 蘇 立 野 病 院 ☎６８－０１１１

１１月２７日 寺﨑内科胃腸科クリニック ☎６２－０３７８

１２月　４日 南郷谷整形外科医院 ☎６２－３３５１

１２月１１日 渡 邊 内 科 ☎６７－１７７７

●
11
月
16
日（
水
）

　

年
末
調
整
説
明
会（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

／
10
時
30
分
〜
12
時
・
14
時
〜
15
時
30
分

●
11
月
17
日（
木
）

　

血
管
若
返
り
教
室（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
９
時
30
分
〜

●
11
月
19
日（
土
）
〜
12
月
31
日（
土
）

　

第
９
回
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

　
（
高
森
湧
水
ト
ン
ネ
ル
公
園
）／
９
時
〜
17
時

●
11
月
21
日（
月
）

　

第
10
回
全
国
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
熊
本
阿
蘇

　

大
会
・
分
科
会（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
13
時
30
分
〜
18
時

　

大
腸
が
ん
内
視
鏡
検
査
説
明
会（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）

　

／
９
時
30
分
〜

●
11
月
22
日（
火
）

　

第
10
回
全
国
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
熊
本
阿
蘇

　

大
会
・
全
体
会（
高
森
町
民
体
育
館
）／
10
時
30
分
〜
15
時

●
11
月
25
日（
金
）

　

役
場
支
払
日

　

年
金
相
談（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
10
時
〜
15
時

●
11
月
30
日（
水
）

　

高
森
東
保
育
園
お
ゆ
う
ぎ
会（
高
森
東
小
学
校
体
育
館
）／
９
時
〜

　

住
民
健
診
結
果
説
明
会・追
加（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
９
時
30
分
〜

●
12
月
２
日（
金
）

　

大
腸
が
ん
内
視
鏡
検
査（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
８
時
30
分
〜

●
12
月
３
日（
土
）

　

色
見
保
育
園
お
ゆ
う
ぎ
会（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
９
時
〜

●
12
月
５
日（
月
）

　

役
場
支
払
日

●
12
月
６
日（
火
）

　

血
管
若
返
り
教
室（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
９
時
30
分
〜

●
12
月
９
日（
金
）

　

６
か
月
児
相
談（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
９
時
30
分
〜

　

３
か
月
児
健
診（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
13
時
〜

●
12
月
13
日（
火
）

　

３
歳
児
健
診（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
13
時
30
分
〜

●
12
月
14
日（
水
）

　

ど
ぎ
ゃ
ん
会（
朋
遊
館
）10
時
〜

●
12
月
15
日（
木
）

　

役
場
支
払
日

　

１
歳
６
か
月
児
健
診（
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
）／
13
時
30
分
〜

平成23年9月30日現在
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　10月 16日（日）と17日（月）、休暇村南阿蘇でグラウンド・ゴルフ交流大会が開
催されました。全国から集まった４２１名の参加者たちが熱戦を繰り広げました。高森
の味や文化を満喫していただくための歓迎レセプションも開催され交流を深めました

▲開会式では馬原冨雄さんと草村史子さ

んが２人で選手宣誓を行いました

▲当町から６名の方が熊本県代表と

して出場しました

▲交流大会では２日間にわたり

　各県代表が熱戦を展開

▲交歓試合では、中学生と

一緒にプレーしました
▲休憩中に豚汁とぜんざいのおもてなし

▲開会式には町内の中学生たちも参加し式を盛り

上げました

▲おもてなしコーナーや売店、整体なども賑わっていました

表彰式のあと草村町長から来年の開催地である
「宮城県七ヶ宿町」へ大会旗が引き継がれました。

▲参加者はあたたかいもてなしを受け笑顔で会場

を後にしました

A public relations magazine


